
「海に森があるって？！そんなことあるはずがない。漂流
物が森にでも見えたんじゃないか？」
でも実際には、海に木が生えて森になっている場所が
この地球には存在しているそうだ。この海に生える森は
マングローブというらしい。
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マングローブの森は、熱帯や亜熱帯の地域の、海水と淡
水が混ざりあう沿岸に見られる。
沿岸に生えているということはつまり、潮が満ちると塩水
に浸かってしまうし、潮の流れもある。そんな不安定な環
境でなぜ同じところにとどまって、立派な幹を維持し、
根をはり、葉っぱをつけ、可憐な花を咲かせられるのか。
井上さんも研究を続けていくうちに、そんな不思議いっぱ
いのマングローブにすっかり魅了されていったそうだ。確か
にこれまで干潟に木が生えているのは見たことがなかっ
た。それなのに、マングローブの森ではどうしてたくさん
の「木」が成長できるのだろうか。井上さんによれば、そ
の秘密は独特な形の根にある。

南国の森といえばタコの足のような絡まった根のイメージが
ある。マングローブの木々もまさにそうで、根の一部が地
上に伸びて絡まり合っている。井上さんによれば、それは
干潟のような不安定な足場で「木」という体を支えるため
なのだそうだ。また木の種類によって、根の一部が地上に
伸びてタケノコがたくさん生えているように見えるもの、膝
を曲げたような独特な形で広がっていくものもある（写真
１、２、３）。（なるほど。不安定な足場の上に安定して立っ
ているためにいろんな方法で工夫しているんだな。）また
それらの根を輪切りにして断面を見てみると、空気が通る
隙間を観察できる。どうやら空気を取り入れているらしい。
でもそれだけではない。地下に伸びた根もしっかり仕事を
している。井上さんは、マングローブの木の根が地中の泥
の中で、自分の周りに好みのバクテリアを引き寄せて集め
ているということも確認した。木はこのバクテリアを通して

窒素を受け取っているが、詳しいプロセスはまだ謎のまま
だそうだ。このようにマングローブの根は、奇抜な形で伸
びて注目を集めるだけでなく、地上でもしっかり仕事をし、
さらに地下でも効率よく仕事をこなしているのである。
しかも、と井上さんは続ける。マングローブの木々にはこ
れらの仕事とは別に、２４時間休まず続けている仕事があ
る。海水中の塩分を体に取り入れないように排出したり濾
過したりするという、重要で骨の折れる作業だ。これはす
ごい。かなりのエネルギーを消費するはずだ。柔らかい泥
の中で体勢を維持するだけでも大変なのに、地上に伸びた
根からも空気を取り入れ、地中でも機能し、体全体で塩分
を濾過したり排出したりしている。まるで玉乗りをしなが
ら、ジャグリングと手品とパントマイムをしている大道芸
人のようだ。

このように逆境と言えるような場所でも精力的に成長して
いくマングローブの森は、たくさんの生き物の命を支えて
いる（写真6-１２、４ページ）。そして人間も例外ではなく、
この恵みの森からたくさんのものをもらっている。
多くの生き物にとっては住処であり揺りかごでもあるが、そ
こに暮らす人間にとってはマングローブの森は豊かな漁場
であり、薪（写真４、５）や薬も得られ、高潮からの保
護ともなる。しかし生き物にも人にも優しいこのマングロー
ブの森が、宅地開発、プランテーションやエビの養殖池へ
の転用、鉱物の採取、また戦争など様々な理由で失われ
ているらしい。心が痛む。とは言っても少し希望はあって、
マングローブによって津波から守られた経験などからこの
森の価値が世界的に認識され、植林などの保全活動も実
施されるようになってきたという。共存がうまく機能するこ
とを心から願っている。

海に生える森として、独特な方法で根を成長させて「木」

という身体を維持しているマングローブ。根を見るだけで
も、とても不思議で魅力がいっぱいだ。井上さんによると、
百種類近いマングローブの木のそれぞれの機能について
も、詳しいメカニズムについてはまだわかっていないことも
多いとか。もっともっと知りたくなる。
井上さんは、もっとマングローブについての研究が進んで
マングローブの「声」が聞こえるくらいになれたらいいなと、
そしてその「声」が現地の人々にも伝わっていって、これ
からもマングローブと人間が、そしてたくさんの生き物が
隣り合って仲良く共存することを望んでいる。魅力いっぱ
いのマングローブから目が離せない。

   まるで玉乗りをしながら、ジャグリングと手品と

　　　　　　　パントマイムをしている大道芸人のようだ。

マングローブの謎

多才な根

写真2:  ヒザを曲げたような根(Knee root)、ベトナム

写真1:  タケノコのような根 (Pneumatophore)ポンペイ、ミクロネシア

マングローブの木の根 

海に森があると聞いたら思わず、（何を言っているんだ ? 森は陸に
ある。漂流物が森にでも見えたんじゃないか？）と思ってしまう。で
も実際に海に木が生えて森になっている場所がこの地球には存在し
ているそうだ。その森はマングローブというらしい。そう言われれば
聞いたことがある。それにしても、海に森が生えるってどういうこ
とだろう。そんなことが可能なのか。
マングローブに詳しい井上智美さんにお話を伺い、マングローブの
謎について教えて頂くことにした。
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に浸かってしまうし、潮の流れもある。そんな不安定な環
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いのマングローブにすっかり魅了されていったそうだ。確か
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ある。マングローブの木々もまさにそうで、根の一部が地
上に伸びて絡まり合っている。井上さんによれば、それは
干潟のような不安定な足場で「木」という体を支えるため
なのだそうだ。また木の種類によって、根の一部が地上に
伸びてタケノコがたくさん生えているように見えるもの、膝
を曲げたような独特な形で広がっていくものもある（写真
１、２、３）。（なるほど。不安定な足場の上に安定して立っ
ているためにいろんな方法で工夫しているんだな。）また
それらの根を輪切りにして断面を見てみると、空気が通る
隙間を観察できる。どうやら空気を取り入れているらしい。
でもそれだけではない。地下に伸びた根もしっかり仕事を
している。井上さんは、マングローブの木の根が地中の泥
の中で、自分の周りに好みのバクテリアを引き寄せて集め
ているということも確認した。木はこのバクテリアを通して
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さらに地下でも効率よく仕事をこなしているのである。
しかも、と井上さんは続ける。マングローブの木々にはこ
れらの仕事とは別に、２４時間休まず続けている仕事があ
る。海水中の塩分を体に取り入れないように排出したり濾
過したりするという、重要で骨の折れる作業だ。これはす
ごい。かなりのエネルギーを消費するはずだ。柔らかい泥
の中で体勢を維持するだけでも大変なのに、地上に伸びた
根からも空気を取り入れ、地中でも機能し、体全体で塩分
を濾過したり排出したりしている。まるで玉乗りをしなが
ら、ジャグリングと手品とパントマイムをしている大道芸
人のようだ。

このように逆境と言えるような場所でも精力的に成長して
いくマングローブの森は、たくさんの生き物の命を支えて
いる（写真6-１２、４ページ）。そして人間も例外ではなく、
この恵みの森からたくさんのものをもらっている。
多くの生き物にとっては住処であり揺りかごでもあるが、そ
こに暮らす人間にとってはマングローブの森は豊かな漁場
であり、薪（写真４、５）や薬も得られ、高潮からの保
護ともなる。しかし生き物にも人にも優しいこのマングロー
ブの森が、宅地開発、プランテーションやエビの養殖池へ
の転用、鉱物の採取、また戦争など様々な理由で失われ
ているらしい。心が痛む。とは言っても少し希望はあって、
マングローブによって津波から守られた経験などからこの
森の価値が世界的に認識され、植林などの保全活動も実
施されるようになってきたという。共存がうまく機能するこ
とを心から願っている。

海に生える森として、独特な方法で根を成長させて「木」

という身体を維持しているマングローブ。根を見るだけで
も、とても不思議で魅力がいっぱいだ。井上さんによると、
百種類近いマングローブの木のそれぞれの機能について
も、詳しいメカニズムについてはまだわかっていないことも
多いとか。もっともっと知りたくなる。
井上さんは、もっとマングローブについての研究が進んで
マングローブの「声」が聞こえるくらいになれたらいいなと、
そしてその「声」が現地の人々にも伝わっていって、これ
からもマングローブと人間が、そしてたくさんの生き物が
隣り合って仲良く共存することを望んでいる。魅力いっぱ
いのマングローブから目が離せない。

写真４と５:  マングローブの木は良質の薪である。火力が強く火の持ちも良い。地元の人々
はマングローブの薪を炊事に使ってきた。

恵みの森と共に生きる

マングローブにまつわる研究のこれから

海に森があると聞いたら思わず、（何を言っているんだ ? 森は陸に
ある。漂流物が森にでも見えたんじゃないか？）と思ってしまう。で
も実際に海に木が生えて森になっている場所がこの地球には存在し
ているそうだ。その森はマングローブというらしい。そう言われれば
聞いたことがある。それにしても、海に森が生えるってどういうこ
とだろう。そんなことが可能なのか。
マングローブに詳しい井上智美さんにお話を伺い、マングローブの
謎について教えて頂くことにした。

写真３:  海の中に立つマングローブの木々、キリバス
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マングローブの森の生態系

マングローブの森は幅広い種類の生き物の命
を支えている。これらはマングローブの森の生
態系のほんの一例にすぎない。 このポータルサイトには、熱帯・亜熱帯に見られるマ

ングローブ、藻場、干潟、サンゴ礁といった生態系の 
分布情報、植物種リスト、生態系の機能等の情報が
集約されており、熱帯、亜熱帯生態系への理解を深
めることができる。 
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